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第２章 産業廃棄物の排出及び処理状況の推計結果

第１節 結果の概要

平成 21 年度の１年間に県内で発生した産業廃棄物の発生量は 10,991 千トンで、有償物量は

141 千トン（発生量の 1.3％）、排出量は 10,851 千トン（同 98.7％）となっている。

排出量 10,851 千トンのうち、排出事業者自らの中間処理による減量化量（7,276 千トン）及び

再生利用量（1,511 千トン）を除いた搬出量は 2,064 千トン（排出量の 19.0％）となっている。

搬出量 2,064 千トンは、自己最終処分量（9 千トン）及び委託処理量（2,052 千トン）に区分さ

れる。委託処理量 2,052 千トンのうち、委託中間処理による減量化量が 175 千トン、再生利用量

が 1,756 千トン、最終処分量が 121 千トンとなっている。

県内で発生した産業廃棄物の流れをまとめると、再生利用量が 3,267 千トン（排出量の 30.1%）、

減量化量が 7,451 千トン（同 68.7%）、最終処分量が 130 千トン（同 1.2%）となっている。

▲図 2-1-1 排出及び処理状況の概要

発 生 量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

10,991 141 3,408
[100.0%] [1.3%] [31.0%]

排 出 量

10,851

[98.7%] 自己減量化量 減量化量

(100.0%) 7,276 7,451

[66.2%] [67.8%]

(67.1%) (68.7%)

自己再生利用量 再生利用量

1,511 委託処理量 175 3,267
[13.7%] 2,052 1,756 [29.7%]

(13.9%) [18.7%] (30.1%)

(18.9%) 121
搬 出 量

2,064 その他量

[18.8%] 3
(19.0%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

9

[0.1%] 最終処分量

(0.1%) 130
[1.2%]

[ ]内の数値は、発生量に対する割合。 (1.2%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。
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第２節 廃棄物の排出・処理状況

１．排出から処理・処分までの流れ

（１）発生量及び排出量

平成 21 年度の１年間に県内で発生した産業廃棄物の発生量は 10,991 千トンであり、有償

物量は 141 千トン、排出量は 10,851 千トンとなっている。排出量を種類別にみると、汚泥

が 6,868 千トンと最も多く、次いで、家畜ふん尿が 2,029 千トン、がれき類が 1,162 千トン、

木くずの 189 千トン等となっている。

（２）再生利用量

再生利用量は、3,267 千トンとなっており、再生利用率（排出量に対する割合）は 30.1％

である。種類別にみると、がれき類が 1,130 千トンで最も多く、次いで、家畜ふん尿が 1,090

千トン、汚泥が 324 千トン等となっている。

（３）最終処分量

最終処分量は、130 千トンとなっており、最終処分率（排出量に対する割合）は 1.2％で

ある。種類別にみると、ガラス陶磁器くずが 44 千トンで最も多く、次いで、がれき類が 27

千トン、燃え殻が 15 千トン、汚泥が 15 千トン等となっている。

なお、汚泥は排出事業者が脱水や乾燥等の中間処理を行って大幅に減量化している。また、

がれき類は路盤材等に資源化が図られているが、排出量自体が多量なため最終処分量の多い

廃棄物となっている。

▲図 2-2-1 産業廃棄物の種類別の排出量、再生利用量、最終処分量

種類：変換

(千t/年)
合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸

廃アル

カリ

廃ﾌﾟﾗｽ
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紙くず 木くず

繊維

くず

動植物

性残さ

ゴム

くず

金属く

ず
ｶﾞﾗｽ陶

磁器くず
鉱さい

がれき

類
ばいじん

家畜

ふん尿
その他産

業廃棄物

排 出 量 10,851 17 6,868 35 7 5 101 23 189 2 72 1 70 95 50 1,162 93 2,029 31

再生利用量 3,267 54 324 18 2 1 52 16 160 0 59 0 66 49 49 1,130 184 1,090 11

最終処分量 130 15 15 14 1 3 0 0 0 4 44 0 27 1 6
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産業廃棄物の発生から処理・処分の流れをまとめると、図 2-2-2 のとおりである。

▲図 2-2-2 発生から処理・処分までの流れ

(単位：千ｔ/年)
(A) (B) (S)

10,991 141 3,408

〈 100.0% 〉 〈 1.3% 〉 (E1) (R) 〈 31.0% 〉

自己中間処理

後再生利用量

1,331 3,267

《 12.3% 》 《 30.1% 》

(C) (D) (E) G1:180 (I)

自 己 自 己 中 間 自 己

中間処理量 処 理 後 量 最終処分量

10,851 8,770 1,495 9

〈 98.7% 〉 《 80.8% 》 《 13.8% 》 《 0.1% 》

《 100.0% 》

(F) (H)

自 己

減 量 化 量

7,276 2,064 (J)

《 67.1% 》 〈 18.8% 〉

(G) 《 19.0% 》

自 己 3

未 処 理 量 《 0.0% 》

2,081

《 19.2% 》
(G1)自己未処理再生利用量 180 (K)
(G2)自己未処理自己最終処分量 9 委 託
(G3)自己未処理委託中間処理量 1,853 処 理 量
(G4)自己未処理委託直接最終処分量 36 2,052
(G5)自己未処理その他量 2 《 18.9% 》

(L) (M) (M1)

委 託 委 託 中 間 委託中間処理

中間処理量 処 理 後 量 後再生利用量

2,014 1,839 1,756

《 18.6% 》 《 16.9% 》 《 16.2% 》

(N) (M2)

委 託 委託中間処理

減 量 化 量 後最終処分量

175 82

《 1.6% 》 《 0.8% 》

(T) (O) (P) (Q)

委 託 直 接 委 託

最終処分量 最終処分量

7,451 38 121 130

〈 67.8% 〉 《 0.4% 》 《 1.1% 》 〈 1.2% 〉

《 68.7% 》 《 1.2% 》

注 1) 発生量等の数値は、t／年でとらえたデータを四捨五入し、千t／年で示した。
2) 〈 〉：発生量に対する割合
3) 《 》：排出量に対する割合

排 出 量

資 源 化 量

再生利用量

発 生 量 有 償 物 量

最終処分量

そ の 他

減 量 化 量

搬 出 量

注）上記の数値は、流れ図の各処理項目のうち、

自己未処理量(Ｇ)を経由した内訳を表している。
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排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比を業種別、種類別にみると、図 2-2-3

及び図 2-2-4 のとおりである。

▲図 2-2-3 業種別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比
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(単位：％)
再生利用率 減量化率 最終処分率 その他率

合計 農業・林業 鉱業 建設業 製造業
電気・水道

業
情報通信

業
運輸業

卸・小売
業

宿泊業・
飲食業

医療・福
祉

サービス
業

その他の
業種

10,851 2,032 492 1,466 5,246 1,478 6 9 60 11 20 23 7

3,267 1,091 180 1,328 546 50 6 6 35 5 2 14 5

7,451 940 312 64 4,668 1,427 0 2 14 4 14 5 1

130 0 0 74 32 1 0 2 12 2 4 4 1

3 2 0 0 0 0 0 0 0そ の 他 量

業 種
(千t/年)

排 出 量

再 生 利 用 量

減 量 化 量

最 終 処 分 量
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種類：無変換

(千t/年)
合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸

廃アル

カリ

廃ﾌﾟﾗｽ

ﾁｯｸ類
紙くず 木くず

繊維

くず

動植物

性残さ

ゴム

くず

金属く

ず
ｶﾞﾗｽ陶磁

器くず
鉱さい

がれき

類

ばいじ

ん

家畜

ふん尿

その他産業

廃棄物

排 出 量 10,851 17 6,868 35 7 5 101 23 189 2 72 1 70 95 50 1,162 93 2,029 31

再 生 利 用 量 3,267 14 446 19 2 2 53 17 166 0 60 0 66 49 49 1,131 93 1,090 10

減 量 化 量 7,451 6,406 16 4 3 30 5 20 1 11 0 940 14

最 終 処 分 量 130 3 16 0 0 0 16 1 4 0 0 0 4 45 0 32 1 7

そ の 他 量 3 0 0 0 2 0 0 0 0 0
注１）例えば、廃酸、廃アルカリ、廃油等に最終処分量が表示されているが、実際には、焼却等により燃え殻となったものが最終処分されている。

しかし、この表における資源化量、最終処分量はこのような中間処理等による廃棄物の種類の変化を考慮していない。

▲図 2-2-4 種類別の排出量に対する再生利用量、減量化量、最終処分量の構成比
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鉱業 その他

48.3%

18.7%

13.6%

13.5%

4.5%

1.3%

排出量： 10,851

(千t/年)

図2-2-5 業種別の排出量

２．排出の状況

（１）業種別の排出状況

排出量を業種別にみると、製造業が 5,246 千

トン（48.3%）で最も多く、次いで、農業・林

業が 2,032 千トン（18.7%）、電気・水道業が

1,478 千トン（13.6%）、建設業が 1,466 千トン

（13.5%）となっており、この 4 業種で全体の

94.1%を占めている。（図 2-2-5）

製造業は排出量の大部分を製紙工場から排出

される汚泥が占めており、自己中間処理（脱水、

焼却等）により大幅に減量されるため、搬出量

では全体の 21.9％となっている。

農業は排出量の大部分を畜産農業から排出さ

れる家畜ふん尿が占めており、自己で堆肥化等の再生利用がされているため、搬出量は少な

くなっている。

建設業は、排出量の大部分をがれき類が占めている。がれき類は基本的に中間処理による

減量はしないため、搬出量でみると、最も多い業種となっている。（図 2-2-6）

▲図 2-2-6 業種別の発生量、排出量、搬出量

業 種

(千t/年)
合計 農業・林業 鉱業 建設業 製造業

電気・水道
業

情報通信業 運輸業 卸・小売業
宿泊業・
飲食業

医療・福祉 サービス業
その他の業

種

10,991 2,032 492 1,473 5,371 1,478 6 11 65 11 20 25 7
(100%) (18.5%) (4.5%) (13.4%) (48.9%) (13.4%) (0.1%) (0.1%) (0.6%) (0.1%) (0.2%) (0.2%) (0.1%)

10,851 2,032 492 1,466 5,246 1,478 6 9 60 11 20 23 7
(100%) (18.7%) (4.5%) (13.5%) (48.3%) (13.6%) (0.1%) (0.1%) (0.6%) (0.1%) (0.2%) (0.2%) (0.1%)

2,064 61 2 1,364 451 51 6 9 60 11 20 22 7
(100%) (2.9%) (0.1%) (66.1%) (21.9%) (2.5%) (0.3%) (0.4%) (2.9%) (0.5%) (1.0%) (1.1%) (0.3%)

発生量
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2,029
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189
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木くず その他

63.3%
18.7%

10.7%

1.7%

5.5%

排出量： 10,851
（千t/年）

図2-2-7 種類別の排出量

（２）種類別の排出状況

排出量を種類別にみると、汚泥が 6,868 千

トン（63.3%）で最も多く、次いで、家畜ふ

ん尿が 2,029 千トン（18.7%）、がれき類が

1,162 千トン（10.7%）となっており、この 3

種類で全体の 92.7%を占めている。（図 2-2-7）

汚泥は排出量に占める割合は 63.3%と高い

が、排出事業者自らによる脱水、焼却等の処

理により、大幅に減量されて事業所外に搬出

される。このため、搬出量全体の割合でみる

と 10.0%となっている。（図 2-2-8）

▲図 2-2-8 種類別の発生量、排出量、搬出量
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発生量 排出量 搬出量（千ｔ/年）

種類：変換
(千t/年)

合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸
廃アル
カリ

廃ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ類

紙くず 木くず
繊維
くず

動植物性
残さ

動物系固
形不要物

ゴム
くず

金属くず
ｶﾞﾗｽ陶
磁器くず

鉱さい がれき類
ばい
じん

家畜
ふん尿

その他産
業廃棄物

10,991 17 6,869 38 18 5 110 34 196 2 93 0 1 128 99 50 1,168 100 2,029 33
(100%) (0.2%) (62.5%) (0.3%) (0.2%) (0.0%) (1.0%) (0.3%) (1.8%) (0.0%) (0.8%) (0.0%) (0.0%) (1.2%) (0.9%) (0.5%) (10.6%) (0.9%) (18.5%) (0.3%)

10,851 17 6,868 35 7 5 101 23 189 2 72 1 70 95 50 1,162 93 2,029 31
(100%) (0.2%) (63.3%) (0.3%) (0.1%) (0.1%) (0.9%) (0.2%) (1.7%) (0.0%) (0.7%) (0.0%) (0.6%) (0.9%) (0.5%) (10.7%) (0.9%) (18.7%) (0.3%)

2,064 24 207 35 7 5 95 18 133 2 51 1 61 94 7 1,074 159 58 32
(100%) (1.1%) (10.0%) (1.7%) (0.3%) (0.3%) (4.6%) (0.9%) (6.5%) (0.1%) (2.5%) (0.0%) (3.0%) (4.6%) (0.3%) (52.0%) (7.7%) (2.8%) (1.5%)
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排出量
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再生利用量： 3,267
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図2-2-9 種類別の再生利用量

３．再生利用の状況

再生利用量は 3,267 千トンであり、排出量に対

する割合は 30.1％である。

種類別にみると、がれき類が 1,130 千トン

（34.6％）で最も多く、次いで、家畜ふん尿が

1,090 千トン（33.4％）、汚泥が 324 千トン（9.9％）

となっており、この 3 種類で全体の 77.9%を占め

ている。

有償物量は 141 千トンであり、金属くずと動植

物性残さの量が多くなっている。（図 2-2-9、図

2-2-10）

▲図 2-2-10 再生利用の状況
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種類：変換

(千t/年)
計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸

廃アル

カリ

廃ﾌﾟﾗｽ

ﾁｯｸ類
紙くず 木くず

繊維

くず

動植物

性残さ

動物系固

形不要物

ゴム

くず
金属くず

ｶﾞﾗｽ陶

磁器くず
鉱さい がれき類 ばいじん

動物の

ふん尿

その他産

業廃棄物

3,408 55 325 21 13 1 62 28 166 0 81 0 0 124 53 50 1,135 191 1,090 12
(100%) (1.6%) (9.5%) (0.6%) (0.4%) (0.0%) (1.8%) (0.8%) (4.9%) (0.0%) (2.4%) (0.0%) (0.0%) (3.6%) (1.6%) (1.5%) (33.3%) (5.6%) (32.0%) (0.4%)

141 0 1 3 11 9 11 6 0 21 0 58 4 1 5 7 2
(100%) (0.1%) (1.0%) (2.1%) (8.1%) (6.6%) (8.1%) (4.6%) (0.0%) (15.0%) (0.3%) (40.9%) (2.8%) (0.5%) (3.7%) (5.0%) (1.2%)

3,267 54 324 18 2 1 52 16 160 0 59 0 66 49 49 1,130 184 1,090 11
(100%) (1.7%) (9.9%) (0.6%) (0.0%) (0.0%) (1.6%) (0.5%) (4.9%) (0.0%) (1.8%) (0.0%) (2.0%) (1.5%) (1.5%) (34.6%) (5.6%) (33.4%) (0.3%)

資 源 化 量

有 償 物 量

再生利用量
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汚泥

燃え殻
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その他

34.1%

21.1%

11.3%

11.1%

10.6%

11.8%

最終処分量： 130

(千t/年)

図2-2-11 種類別の最終処分量

４．最終処分の状況

最終処分量は 130 千トンとなっており、排出

量に対する割合は 1.2％である。

種類別にみると、ガラス陶磁器くずが 44 千

トン（34.1％）で最も多く、次いで、がれき類

が 27 千トン（21.1％）、汚泥が 15 千トン(11.3%)、

燃え殻が 15 千トン（11.1％）、廃プラスチック

類が 14 千トン（10.6%）となっており、この 5

種類で全体の 88.2%となっている。

最終処分先を主体別にみると、処理業者によ

る最終処分が115千トン（最終処分量の88.5％）

で最も多く、排出事業者自らの自己最終処分が

9 千トン（同 6.9％）等となっている。（図 2-2-11、

図 2-2-12）

▲図 2-2-12 最終処分状況
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種類：変換

(千t/年)
合計 燃え殻 汚泥 廃油 廃酸

廃アル

カリ

廃ﾌﾟﾗｽ

ﾁｯｸ類
紙くず 木くず

繊維

くず

動植物

性残さ

ゴム

くず
金属くず

ｶﾞﾗｽ陶

磁器くず
鉱さい がれき類 ばいじん

動物の

ふん尿
その他産

業廃棄物

130 15 15 14 1 3 0 0 0 4 44 0 27 1 6
(100%) (11.1%) (11.3%) (10.6%) (0.7%) (1.9%) (0.2%) (0.2%) (0.0%) (2.9%) (34.1%) (0.3%) (21.1%) (0.6%) (4.9%)

9 1 9 0
(100%) (8.2%) (90.8%) (1.0%)

115 12 14 13 1 2 0 0 0 4 35 0 27 1 6
(100%) (10.4%) (11.9%) (11.3%) (0.7%) (1.9%) (0.2%) (0.2%) (0.0%) (3.2%) (30.6%) (0.4%) (23.6%) (0.6%) (4.9%)

6 3 0 1 0 0 0 0 1 0 1
(100%) (45.9%) (5.4%) (13.7%) (0.2%) (6.5%) (1.0%) (0.6%) (11.0%) (3.4%) (12.2%)

最終処分量計

自己最終処分量

業者最終処分量

自治体最終処分量
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1,661

993
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500
362

201

仙台周辺地域

石巻地域

仙台市域

大崎地域

仙南地域

登米地域
栗原地域 気仙沼・本吉地域

38.9%

20.8%

15.3%

9.2%

6.0%

4.6%
3.3%

1.9%

排出量： 10,851
(千ｔ/年)

図2-2-13 地域別の排出量

５．地域別の状況

排出量を地域別にみると、仙台周辺地域が

4,222 千トン（38.9%）で最も多く、石巻地

域が 2,256千トン（20.8%）、仙台市域が 1,661

千トン（15.3%）、大崎地域が 993 千トン

（9.2%）、仙南地域が 655 千トン（6.0%）等

となっている。（図 2-2-13）

搬出量を地域別にみると、仙台市域が仙台

周辺地域や石巻地域より多くなっている。こ

れは、仙台周辺地域や石巻地域は汚泥の量が

多く、排出事業者自らによる脱水、焼却等の

処理により、大幅に減量されて事業所外に搬

出されることが影響している。（図 2-2-14）

▲図 2-2-14 地域別の発生量、排出量、搬出量

なお、各地域における産業廃棄物の処理の流れは、図 2-2-15～図 2-2-22 のとおりである。
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合計 仙南地域 仙台周辺地域 大崎地域 栗原地域 登米地域 石巻地域

気仙沼・本吉
地域

仙台市域

10,991 685 4,272 1,013 368 507 2,263 204 1,678
(100%) (6.2%) (38.9%) (9.2%) (3.4%) (4.6%) (20.6%) (1.9%) (15.3%)

10,851 655 4,222 993 362 500 2,256 201 1,661
(100%) (6.0%) (38.9%) (9.2%) (3.3%) (4.6%) (20.8%) (1.9%) (15.3%)

2,064 178 396 197 71 72 293 78 779
(100%) (8.6%) (19.2%) (9.5%) (3.4%) (3.5%) (14.2%) (3.8%) (37.7%)

発生量

排出量

搬出量
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▲図 2-2-15 仙南地域における発生及び処理状況の概要

▲図 2-2-16 仙台周辺地域における発生及び処理状況の概要

発 生 量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

685 30 421
[100.0%] [4.4%] [61.5%]

排 出 量

655

[95.6%] 自己減量化量 減量化量

(100.0%) 232 253

[33.9%] [36.9%]

(35.5%) (38.6%)

自己再生利用量 再生利用量

244 委託処理量 20 391
[35.7%] 178 147 [57.1%]

(37.3%) [25.9%] (59.7%)

(27.1%) 10
搬 出 量

178 その他量

[26.0%] 1
(27.2%) [0.1%]

自己最終処分量 (0.1%)

0

[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 10
[1.5%]

[ ]内の数値は、発生量に対する割合。 (1.6%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。

発 生 量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

4,272 51 631
[100.0%] [1.2%] [14.8%]

排 出 量

4,222

[98.8%] 自己減量化量 減量化量

(100.0%) 3,593 3,619

[84.1%] [84.7%]

(85.1%) (85.7%)

自己再生利用量 再生利用量

233 委託処理量 26 580
[5.4%] 396 348 [13.6%]

(5.5%) [9.3%] (13.7%)

(9.4%) 22
搬 出 量

396 その他量

[9.3%] 0
(9.4%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0

[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 23
[0.5%]

[ ]内の数値は、発生量に対する割合。 (0.5%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。
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▲図 2-2-17 大崎地域における発生及び処理状況の概要

▲図 2-2-18 栗原地域における発生及び処理状況の概要

発 生 量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

1,013 20 514
[100.0%] [2.0%] [50.7%]

排 出 量

993

[98.0%] 自己減量化量 減量化量

(100.0%) 461 485

[45.5%] [47.8%]

(46.4%) (48.8%)

自己再生利用量 再生利用量

335 委託処理量 23 494
[33.1%] 196 159 [48.8%]

(33.7%) [19.4%] (49.8%)

(19.8%) 14
搬 出 量

197 その他量

[19.5%] 1
(19.8%) [0.1%]

自己最終処分量 (0.1%)

0

[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 14
[1.3%]

[ ]内の数値は、発生量に対する割合。 (1.4%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。

発 生 量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

368 6 205
[100.0%] [1.6%] [55.7%]

排 出 量

362

[98.4%] 自己減量化量 減量化量

(100.0%) 150 158

[40.7%] [43.0%]

(41.4%) (43.7%)

自己再生利用量 再生利用量

141 委託処理量 8 199
[38.3%] 71 58 [54.1%]

(38.9%) [19.3%] (55.0%)

(19.6%) 5
搬 出 量

71 その他量

[19.3%] 0
(19.7%) [0.1%]

自己最終処分量 (0.1%)

0

[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 5
[1.3%]

[ ]内の数値は、発生量に対する割合。 (1.3%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。
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▲図 2-2-19 登米地域における発生及び処理状況の概要

▲図 2-2-20 石巻地域における発生及び処理状況の概要

発 生 量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

507 7 280
[100.0%] [1.4%] [55.2%]

排 出 量

500

[98.6%] 自己減量化量 減量化量

(100.0%) 213 222

[41.9%] [43.9%]

(42.5%) (44.5%)

自己再生利用量 再生利用量

215 委託処理量 10 273
[42.5%] 71 57 [53.8%]

(43.1%) [14.1%] (54.6%)

(14.3%) 4
搬 出 量

72 その他量

[14.2%] 0
(14.4%) [0.1%]

自己最終処分量 (0.1%)

0

[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 4
[0.8%]

[ ]内の数値は、発生量に対する割合。 (0.8%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。

発 生 量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

2,263 7 454
[100.0%] [0.3%] [20.1%]

排 出 量

2,256

[99.7%] 自己減量化量 減量化量

(100.0%) 1,775 1,795

[78.4%] [79.3%]

(78.7%) (79.6%)

自己再生利用量 再生利用量

188 委託処理量 20 447
[8.3%] 293 259 [19.8%]

(8.3%) [12.9%] (19.8%)

(13.0%) 14
搬 出 量

293 その他量

[13.0%] 0
(13.0%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0

[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 14
[0.6%]

[ ]内の数値は、発生量に対する割合。 (0.6%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。
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▲図 2-2-21 気仙沼・本吉地域における発生及び処理状況の概要

▲図 2-2-22 仙台市域における発生及び処理状況の概要

発 生 量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

204 3 106
[100.0%] [1.5%] [51.9%]

排 出 量

201

[98.5%] 自己減量化量 減量化量

(100.0%) 82 94

[40.2%] [46.0%]

(40.8%) (46.7%)

自己再生利用量 再生利用量

42 委託処理量 12 103
[20.3%] 78 61 [50.4%]

(20.7%) [37.9%] (51.1%)

(38.5%) 4
搬 出 量

78 その他量

[38.0%] 0
(38.5%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

0

[0.0%] 最終処分量

(0.0%) 4
[2.1%]

[ ]内の数値は、発生量に対する割合。 (2.2%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。

発 生 量 有償物量 （単位：千t/年） 資源化量

1,678 17 796
[100.0%] [1.0%] [47.5%]

排 出 量

1,661

[99.0%] 自己減量化量 減量化量

(100.0%) 769 825

[45.8%] [49.2%]

(46.3%) (49.7%)

自己再生利用量 再生利用量

112 委託処理量 56 779
[6.7%] 770 667 [46.4%]

(6.8%) [45.9%] (46.9%)

(46.3%) 47
搬 出 量

779 その他量

[46.4%] 0
(46.9%) [0.0%]

自己最終処分量 (0.0%)

9

[0.6%] 最終処分量

(0.6%) 56
[3.4%]

[ ]内の数値は、発生量に対する割合。 (3.4%)

（ ）内の数値は、排出量に対する割合。
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第３節 産業廃棄物の推移と宮城県循環型社会形成推進計画等の進捗状況

１．産業廃棄物の推移

（１）排出量

排出量の過去からの推移は、図 2-3-1、図 2-3-2 のとおりである。

平成 21 年度と平成 20 年度を比較すると、業種では製造業と農業・林業が減少し、種類で

は汚泥と家畜ふん尿が減少している。

▲図 2-3-1 排出量の推移（業種別）

▲図 2-3-2 排出量の推移（種類別）

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

合計 10,948 11,585 10,918 12,013 12,114 11,180 11,192 11,172 11,260 10,851

農業・林業 2,242 2,156 2,111 2,099 2,236 2,066 2,059 2,001 2,054 2,032

建設業 1,422 1,641 1,535 1,753 1,619 1,577 1,655 1,492 1,465 1,466

製造業 5,428 5,807 5,346 5,749 6,030 5,307 5,305 5,539 5,638 5,246

電気・水道業 1,511 1,638 1,631 1,632 1,518 1,520 1,535 1,475 1,457 1,478

その他 345 343 295 780 711 710 638 665 646 629
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10 ,851

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

合計 10,948 11,585 10,918 12,013 12,114 11,180 11,192 11,172 11,260 10,851

汚泥 6,662 7,115 6,747 7,459 7,553 6,922 6,799 7,030 7,189 6,868

家畜ふん尿 2,239 2,153 2,107 2,097 2,234 2,063 2,058 1,998 2,052 2,029

がれき類 1,194 1,462 1,347 1,460 1,350 1,315 1,405 1,260 1,171 1,162

その他 853 855 717 997 977 880 930 884 848 792
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（２）再生利用量

再生利用量の過去からの推移は、図 2-3-3、図 2-3-4 のとおりである。

平成 21 年度と平成 20 年度を比較すると、業種では農業・林業と製造業が減少し、種類で

は家畜ふん尿と汚泥が減少している。

▲図 2-3-3 再生利用量の推移（業種別）

▲図 2-3-4 再生利用量の推移（種類別）
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建設業 1,126 1,455 1,298 1,509 1,395 1,360 1,464 1,337 1,303 1,328

製造業 497 465 395 625 652 609 632 594 591 546

鉱業 129 139 106 247 223 223 194 189 186 180

その他 125 124 100 124 80 76 105 150 129 122
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がれき類

家畜
ふん尿

汚泥

その他

3,267

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21

合計 3,080 3,340 3,031 3,631 3,550 3,376 3,500 3,344 3,312 3,267

がれき類 1,101 1,361 1,252 1,403 1,298 1,265 1,353 1,162 1,117 1,130

家畜ふん尿 1,203 1,156 1,132 1,126 1,199 1,108 1,105 1,072 1,102 1,090

汚泥 187 288 162 331 293 305 384 328 326 324

その他 589 535 485 771 760 698 658 782 767 723
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（３）最終処分量

最終処分量の過去からの推移は、図 2-3-5、図 2-3-6 のとおりである。

平成 21 年度と平成 20 年度を比較すると、業種では建設業と製造業が減少し、種類ではガ

ラス陶磁器くずとがれき類、汚泥が減少している。

▲図 2-3-5 最終処分量の推移（業種別）

▲図 2-3-6 最終処分量の推移（種類別）
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２．宮城県循環型社会形成推進計画等の進捗状況

平成 18 年 3 月に策定された宮城県循環型社会形成推進計画の平成 22 年度目標では、排出量

を 11,971 千トン以下に抑制し、再生利用率を 31.0%、最終処分率を 2.0%にするとしている。

平成 21 年度実績は、排出量と最終処分率の目標は達成しているが、再生利用率の目標は達成

していない。

また、平成 21 年度実績を平成 20 年度実績と比較すると、再生利用率が 0.7 ポイント高くな

り、減量化率が 0.5 ポイント低くなっている。これは、減量化率の高い汚泥の排出量が減少し

たことなどが影響している。

▲図 2-3-7 宮城県循環型社会形成推進計画等の目標の達成状況

▼表 2-3-1 宮城県循環型社会形成推進計画等の目標の達成状況

31.0%

30.1%

29.4%

29.9%

31.3%

30.2%

29.3%

68.7%

69.2%

68.2%

66.8%

67.7%

68.3%

2.0%

1.2%

1.4%

1.9%

1.9%

2.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平成22年度

平成21年度

平成20年度

平成19年度

平成18年度

平成17年度

平成16年度

再生利用率 減量化率 最終処分率

（実績）

（実績）

11,260

11,180

（実績）

12,114

排出量

（千トン）

（実績）

11,192

※計画では減量化率の目標値は未設定

（目標）

11,971

（実績）

11,172

（実績）
10,851

計画目標

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

排出量 12,114千ﾄﾝ 11,180千ﾄﾝ 11,192千ﾄﾝ 11,172千ﾄﾝ 11,260千ﾄﾝ 10,851千ﾄﾝ 11,971千ﾄﾝ

再生利用率 29.3% 30.2% 31.3% 29.9% 29.4% 30.1% 31.0%

減量化率 68.3% 67.7% 66.8% 68.2% 69.2% 68.7% --

最終処分率 2.4% 2.1% 1.9% 1.9% 1.4% 1.2% 2.0%
※その他量（保管等）は減量化量に含む。

実績


